建物賃貸借契約書
　貸主 ○○ ○○(以下「甲」という)と借主 ○○ ○○(以下「乙」という)は、次の建物(以下「本物件」という)の賃貸借について、以下のとおり契約(以下「本契約」という)を締結する。
	物件の表示
	所在地:○○県○○市○○町1-2-3
建物の名称・部屋番号:○○ハイツ 201号室
構造・種類:木造2階建て 共同住宅　間取り・面積:2DK・45.00㎡

	使用目的
	居住用(乙とその家族○名が住む)

	契約期間
	20XX年○月○日から20XX年○月○日まで(2年間)

	賃料・共益費
	賃料　月額　○○,○○○円　　共益費　月額　○,○○○円

	支払方法
	毎月○日までに翌月分を、甲の指定する銀行口座に振り込んで支払う(振込手数料は乙の負担)

	敷金
	○○,○○○円(賃料の○か月分)



第1条(使用目的)
乙は、本物件を上の表の使用目的のためだけに使用する。
第2条(賃料)
乙は、上の表のとおり賃料・共益費を支払う。1か月に満たない期間の賃料は、日割りで計算する。
賃料が、租税その他の負担の増減や、近くの同じような建物の賃料と比べて不相当となったときは、甲乙が協議して改定することができる。
第3条(敷金)
乙は、本契約から生じる債務の担保として、甲に敷金を預ける。
甲は、本物件の明渡しを受けたあと、乙の未払いの賃料などの債務があればその額を差し引いて、残りを乙に返還する。敷金には利息をつけない。
第4条(禁止事項)
乙は、甲の書面による承諾なく、次のことをしてはならない。
(1) 賃借権を譲り渡し、または本物件を転貸すること
(2) 本物件の増築・改築・模様替えをすること
(3) 犬・猫などの動物を飼うこと
(4) 大きな音を出すなど、近隣に迷惑をかけること
第5条(修繕)
本物件の使用に必要な修繕は甲が行う。ただし、乙の責めに帰すべき理由による修繕と、電球・パッキンなどの小さな修繕は乙が負担する。
第6条(契約の更新)
期間満了の6か月前までに、甲乙いずれからも書面による申し出がないときは、本契約は同じ条件でさらに2年間更新する。ただし、甲からの更新の拒絶は、借地借家法の定める正当な事由がある場合に限る。
第7条(乙からの解約)
乙は、1か月前までに甲に書面で通知することにより、本契約を解約することができる。
第8条(契約の解除)
甲は、乙が次のいずれかに当たり、甲乙の信頼関係が損なわれたときは、相当の期間を定めて催告したうえで、本契約を解除することができる。
(1) 賃料を3か月分以上滞納したとき　(2) 本契約のその他の条項に違反したとき
第9条(明渡しと原状回復)
乙は、本契約が終了したときは、本物件を明け渡す。乙は、通常の使用による損耗と経年による変化を除き、本物件を元の状態に戻す。
第10条(協議)
本契約に定めのない事項は、民法・借地借家法などの法令と慣習にしたがい、甲乙が誠意をもって協議して解決する。
　本契約の成立を証するため、本書を2通作成し、甲乙記名押印のうえ、各1通を保有する。
20XX年○月○日
	甲(貸主)
住所

氏名・会社名
　　　　　　　　　　　　　　　印
	乙(借主)
住所

氏名・会社名
　　　　　　　　　　　　　　　印






